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第
３
次
安
倍
政
権
は
、
２
０
１
４
年
12
月
24

日
の
発
足
時
か
ら
、
多
数
を
背
景
と
し
た
暴
政
と

い
わ
れ
る
政
権
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
政

治
手
法
は
無
頼
漢
然
と
し
て
突
っ
走
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
73
年
以
降
国
家
独
占
資
本
主

義
の
破
綻
が
抱
え
た
体
制
的
矛
盾
の
深
化
、
窮
乏

化
作
用
の
浸
透
（
脆
弱
点
の
露
出
）、
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
先
の
衆
議
院
選
挙
で
自
民
党
に
絶

対
的
多
数
を
許
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

 

強
権
を
発
動
す
る
安
倍
自
公
政
権
は
、
背
景
に

日
本
経
済
の
低
迷
と
、
外
交
に
お
け
る
国
際
的
孤

立
・
地
位
の
低
下
（
影
響
力
）
が
あ
り
ま
す
。
多

国
籍
資
本
の
活
動
を
地
球
規
模
で
進
め
る
大
資
本

の
擁
護
と
軍
事
的
保
障
、
こ
れ
が
要
の
政
権
運
営

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
仕
上 

       

げ
と
し
て
準
備
し
て
い
る
の
が
、
現
行
憲
法
の
明

文
改
憲
で
す
。 

 

日
本
経
済
は
国
内
の
低
迷
を
よ
そ
に
、
日
本
の

多
国
籍
資
本
は
空
前
の
「
内
部
留
保
」
を
蓄
え
る

ま
で
に
肥
え
太
っ
て
い
ま
す
。
膨
大
な
資
本
蓄
積

は
、
大
衆
、
と
り
わ
け
労
働
者
の
貧
困
の
蓄
積
を

招
き
、
生
活
保
護
世
帯
の
急
増
や
年
収
が
２
０
０

万
円
以
下
の
非
正
規
労
働
者
と
い
う
貧
困
層
の
拡

大
に
な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。
餓
死
者
が
出
て
も

お
か
し
く
な
い
情
勢
で
す
。
こ
こ
に
安
倍
自
公
政

権
の
ア
キ
レ
ス
腱
、
脆
弱
点
が
あ
り
ま
す
。 

  

「
特
定
秘
密
保
護
法
」
成
立
、「
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
」
閣
議
決
定
、
今
国
会
で
関
連
法
案

の
成
立
を
急
ぐ
の
は
、
資
本
主
義
の
矛
盾
の
激
化

を
新
自
由
主
義
政
策
で
は
解
決
で
き
な
い
体
制
的 

       

ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
階
級
闘
争
の
後

退
は
、
社
会
の
腐
朽
化
、
寄
生
性
の
進
行
を
助
長

し
、
富
め
る
者
と
貧
し
き
者
に
大
き
く
二
分
さ
れ

て
い
ま
す
。
経
済
を
土
台
の
政
治
手
法
は
、
新
自

由
主
義
的
な
反
動
的
再
編
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ

の
急
速
な
傾
斜
、
排
外
主
義
と
し
て
現
れ
る
の
は

歴
史
の
必
然
で
す
。
そ
し
て
、
良
心
的
で
あ
っ
た

左
翼
陣
営
と
目
さ
れ
た
人
々
の
日
和
見
主
義
へ
の

傾
斜
が
さ
ら
に
こ
れ
を
許
し
て
い
ま
す
。 

 

自
民
党
は
「
憲
法
改
正
（
悪
）」
が
党
是
で
す

が
、
歴
代
内
閣
は
、
憲
法
を
完
全
に
無
視
す
る
こ

と
、
踏
み
に
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
行
憲
法
を
無
視
し
、
教
育
基
本
法
を
土
足
で
踏

み
に
じ
り
、
政
権
の
維
持
・
延
命
手
段
と
し
て
利

用
し
よ
う
と
目
論
む
の
は
、
安
倍
が
初
め
て
だ
と

い
え
ま
す
。
こ
こ
に
安
倍
政
権
の
脆
弱
点
が
あ
る
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と
考
え
ま
す
。 

 
 

 

反
転
攻
勢
は 

実
態
の
直
視
か
ら
脆
弱
点
を
掴
む 

 
 

経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
脆
弱
点
を
抱
え
る
現

政
権
に
鉄
槌
を
下
せ
る
の
は
労
働
者
階
級
を
除
い

て
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
者
の
反
転
攻
勢
を
進
め
る

条
件
は
、
政
治
、
経
済
、
社
会
の
全
般
的
反
動
の

実
態
把
握
、
敵
の
脆
弱
点
を
見
抜
き
、
内
部
矛
盾

を
敵
対
矛
盾
に
転
化
す
る
主
体
の
確
立
強
化
に
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

 

「
集
団
的
自
衛
権
」「
特
定
秘
密
保
護
法
」「
消

費
増
税
」
「
社
会
保
障
改
悪
」
「
教
育
基
本
法
改

悪
」「
労
働
法
制
改
悪
」「
原
発
再
稼
働
」「
辺
野

古
新
基
地
建
設
」
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
改
悪
・
強

行
に
、
反
対
す
る
人
が
多
い
こ
と
は
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア
マ
ス
コ
ミ
の
世
論
調
査
で
明
ら
か
で
す
。
労
働

者
・
家
族
の
生
活
実
態
は
悪
化
の
一
途
に
あ
り
ま

す
。
政
・
労
（
連
合
）・
資
が
あ
れ
ほ
ど
大
騒
ぎ

し
た
「
15
春
闘
」
は
、
絶
対
的
多
数
の
労
働

者
・
勤
労
国
民
の
消
費
を
喚
起
さ
せ
る
賃
上
げ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
厚
労
省
の
生
活
実
態
調

査
で
も
消
費
生
活
は
２
年
に
亘
り
下
降
線
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。
併
せ
考
え
た
い
の
は
現
政
権
の
歴

史
認
識
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
陸
海
空
軍
そ
の

他
の
戦
力
は
保
持
し
な
い
」
と
い
う
９
条
の
第
２

項
を
無
視
し
、
安
倍
や
菅
が
自
衛
隊
を
「
わ
が

軍
」
と
呼
び
ま
し
た
。 

 

あ
ら
ゆ
る
階
級
闘
争
は
政
治
闘
争
で
あ
る 

 

階
級
闘
争
が
全
面
的
に
後
退
し
、
全
社
会
の
腐

朽
が
進
行
し
て
い
る
中
で
、
平
和
革
命
を
追
求
す

る
新
社
会
党
の
強
化
、
政
治
的
・
経
済
的
闘
争
の

物
質
的
基
盤
で
あ
る
全
労
協
を
中
心
と
し
た
労
働

運
動
の
強
化
が
急
務
で
す
。
労
働
者
階
級
が
「
社

会
の
主
人
公
で
あ
る
」
と
す
る
唯
物
史
観
に
よ
っ

て
階
級
思
想
を
確
立
す
る
任
務
を
、
労
働
大
学
、

労
働
大
学
ま
な
ぶ
友
の
会
の
大
衆
学
習
運
動
が
担

っ
て
い
る
こ
と
に
確
信
を
深
め
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
反
転
攻
勢
に
転
じ
る
た
め
に
は
、
先
ほ
ど

上
げ
た
課
題
に
集
中
し
て
反
撃
し
、
労
働
者
運
動

と
し
て
組
織
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
人
類
の

生
存
の
危
機
・
地
球
の
破
壊
と
絶
対
的
貧
困
の
累

積
、
格
差
拡
大
、
福
島
原
発
事
故
、
再
稼
働
の
動

き
、
差
別
の
再
生
産
、
環
境
破
壊
と
汚
染
、
と
社

会
は
負
の
連
鎖
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

「
哲
学
者
た
ち
は
世
界
を
た
だ
さ
ま
ざ
ま
に
解

釈
し
て
き
た
だ
け
で
あ
る
」
と
マ
ル
ク
ス
は
言
い

ま
し
た
。
歴
史
を
変
革
す
る
任
務
と
こ
の
必
然
の

任
務
＝
歴
史
的
使
命
を
負
っ
た
労
働
者
階
級
に
敗

北
は
あ
り
ま
せ
ん
。
変
革
の
先
頭
に
立
ち
あ
が
ろ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
唯
物
史
観
の
要
諦
は
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。 

レ
ー
ニ
ン
は
、「
あ
ら
ゆ
る
階
級
闘
争
は
政
治

闘
争
だ
」
と
し
、
我
々
に
そ
の
果
た
す
べ
き
任
務

を
示
し
ま
し
た
。
今
こ
そ
、
万
国
の
労
働
者
団
結

せ
よ
！ 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
の
思
想
の
確

立
、
指
導
部
、
活
動
家
集
団
の
組
織
化
、
労
働
運

動
、
大
衆
運
動
の
組
織
化
等
坦
々
と
し
た
道
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
我
々
の
歴
史
的
任
務
に
確
信
を

深
め
ま
し
ょ
う
。 

私
も
再
建
労
大
の
歴
史
的
・
階
級
的
任
務
と
し

て
、
自
分
の
孫
や
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
若
者

た
ち
に
「
禍
根
」
を
残
さ
な
い
た
め
精
い
っ
ぱ
い

奮
闘
し
て
「
平
和
な
日
本
」
を
、
世
界
の
労
働
者

と
連
帯
し
、
平
和
な
世
界
づ
く
り
に
ま
い
進
す
る

つ
も
り
で
す
。 

 

（
い
ち
は
ら 

よ
し
き
） 


